
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸによるチタンの解析手順 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  極点図と逆極点図表示がポーラネット表示でない為 

  従来データと比較が難しい。 

  方位位置の数値化が望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年０２月０６日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 立方晶に続き、Ｈｅｘａｇｏｎａｌの動作を確認する。 

 

入力データ 

 

 

ＭＴＥＸで読み込み表示 

 

ＯＤＦ図 

 

 

 



ODF図をＥｘｐｏｒｔし、Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃで表示 

 

 

Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃのまま表示 

 

 

 

 

 

 

 



再計算極点図 

 

逆極点図のＬａｂｏＴｅｘと比較 

 

 

極点図や逆極点図のα方向の間隔が異なる。 

通常は、等面積（ポーラネット）で表示するが、ＭＴＥＸは異なる。 

 

 

 

 

 

 

 



逆極点図のＥｘｐｏｒｔ（ＮＤ方向を比較する）し方位計算を行う 

Ｅｘｐｏｒｔされる値は５５５１データ 

 

  ６１ｘ９１＝５５５１と考えられる。 

 Exportし、Planeで計算すると（１１－２４）が得られる。 

  

  

 Directionでは、[３３－６８]が得られる。 


